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米国 152.4 184.1 268.6 326.2 408.5 496.6 2.74 
中国 n.a. 12.8 33.0 86.8 213.5 408.8 2.07 
日本 64.9 76.6 98.8 128.7 140.6 170.0 3.29 
ドイツ 36.0 41.0 53.6 63.9 87.1 114.8 2.93 
韓国 n.a. 13.2 18.5 30.6 52.2 74.1 4.23 
フランス 23.4 27.7 33.2 39.5 51.0 60.8 2.22 
インド n.a. n.a. 15.7 26.5 43.7 50.3 0.63 
英国 18.7 19.6 25.1 30.6 37.6 46.3 1.70 



























































































































































































































































































































（Locatelli 2018; Marginson 2018a）を意味する。教育は、「『自由が顕現する』人間の













支配する国家の内側の縁に位置している（Yang 2009; Zha 2011）。北京大学は、中国に


















































グローバルな公益資源 global common good（単数）： グローバルな公益資源とは、人
類の福祉と自由との組み合わせを意味する。すなわち、全世界の人類社会や各国の人々の
ことである。 中国語では「人類福祉（Ren Lei Fu Zhi）」と翻訳されるかもしれないが、
「人格福祉与自由（Ren Lei Fu Zhi Yu Zi You）」のように完全に綴られていれば、福祉と


































































































































































































































































































   
前期中等教育修了 後期中等教育修了 第三段階教育修了 

















ルクセンブルグ(0) 87.0  オーストリア(6) 27.0  スロバキア共和国.* (0) 9.1 
スイス (7) 54.3  OECD平均 25.7  ラトビア (0) 8.8 
ニュージーランド (2) 46.2  アイルランド (3) 25.4  韓国* (12) 8.7 
英国 (37) 42.9  カナダ (20) 24.4  スロベニア (1) 8.5 
ベルギー (7) 42.3  ブラジル l* (6) 22.4  チリ (2) 8.4 
フランス (22) 40.1  ポルトガル (3) 21.2  ハンガリー (2) 7.2 
米国 (146) 37.8  ノルウェー (3) 20.5  トルコ* (1) 6.5 
オランダ (12) 36.2  フィンランド (6) 19.9  イスラエル* (6) 5.5 
スウェーデン (11) 34.0  日本 (18) 18.2  ロシア連邦.* (2) 4.5 
オーストラリア (20) 33.8  
チェコ共和国 R.* 
(1) 
14.8  メキシコ (1) 2.6 
デンマーク (5) 32.1  エストニア (0) 10.7  ポーランド(2) 1.9 
アイスランド (0) 31.6  ドイツ (39) 9.1 
 
*外国人学生（長期滞在者を含む）を指し、国際学生(留学生)とは限らない。 






























インド 韓国 台湾 
工学 23,101 13,208 8,274 5,045 
物理学 10,816 3,516 2,216 1,305 
コンピュータ科学 4,229 2,477 1,015 597 
数学 4,493 805 967 503 
地球・宇宙・海洋科学 1,563 357 338 228 
生物科学 12,202 5,654 2,459 2,374 
医学・保健 1,368 1,371 672 878 
農学 1,745 823 720 441 
心理学 530 277 481 320 
社会科学 3,529 1,763 3,484 1,310 
その他 4,803 2,486 3,484 3,618 

























（OECD 2017, p.288）。 米国の理工系の研究は、特にアジアからの博士課程の留学生に













 中国出身の博士課程修了者 インド出身の博士課程修了者 
 2004-07 2004-07 2008-11 2012-15 
米国の博士課程修了者数 15,561 5,774 8,936 9,113 
修了後米国に滞在しようと 
計画していた (%) 91.0 89.1 86.6 86.5 
絶対に米国に滞在しようと 
計画していた (%) 
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要に関しては、 Antonowicz, et.al. 2018を参照のこと）。制度理論は、現代のすべての組
織における同型の模倣と収束の傾向に注目して、この点を確認している（Drori, Meyer 












性は変化していないか、あるいは減少している（Pinheiro, Charles and Jones, 

























先進諸国 80.7 82.2 82.3 77.6 
開発途上国 78.6 75.2 76.6 80.1 
欧州 79.4 84.5 87.1 89.9 
北米 78.6 78.6 77.7 63.5 
中国 52.5 53.0 55.7 57.4 
ロシア 66.1 78.1 82.2 80.9 
ブラジル n.a. 94.3 88.1 99.9 
世界 78.5 78.0 78.7 79.6 
世界の高等教育在学者数 
(百万人) 
































































































Category 1988 2001 2005 2010 2015 
オーストラリア主要 8大学の平均規模 9,811 19,701 25,765 30,981 35,429 
2017年上海交通大学世界大学ランキング（ARWU）に 
ランクインしたオーストラリアの 23研究大学の平均規模 
8,238 18,069 21,688 26,930 31,087 
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ークを表すものと解釈することもできる（Wagner, Park and Leydesdorff 2015 
p.6）。 
 
























































■ 米国  EU諸国  北東アジア・シンガポール  その他すべての国 















マレーシア 3,230 20,332 20.2 
 
イタリア 50,159 69,125 3.3 
イラン 10,073 40,974 15.1 
 
シンガポール 8,205 11,254 3.2 
ルーマニア 3,523 10,194 11.2 
 
オーストリア 9,155 12,366 3.1 
インド 38,590 110,320 11.1 
 
スペイン 39,271 52,821 3.0 
エジプト 3,958 10,807 10.6 
 
スイス 16,385 21,128 2.6 
中国 189,760 426,165 8.4 
 
ベルギー 13,036 16,394 2.3 
南アフリカ 5,636 11,881 7.7 
 
ドイツ 84,434 103,122 2.0 
ロシア 29,369 59,134 7.2 
 
オランダ 24,461 29,949 2.0 
ポルトガル 7,136 13,773 6.8 
 
スウェーデン 16,634 19,937 1.8 
ブラジル 28,160 53,607 6.6 
 
カナダ 49,259 57,356 1.5 
チェコ共和国 8,839 15,963 6.1 
 
フィンランド 9,204 10,545 1.4 
韓国 36,747 63,063 5.5 
 
フランス 62,448 69,431 1.1 
デンマーク 8,536 13,471 4.7 
 
イギリス 88,061 97,527 1.0 
ポーランド 21,267 32,978 4.5 
 
台湾 25,246 27,385 0.8 
メキシコ 9,322 14,529 4.5 
 
アメリカ 383,115 408,395 0.7 
オーストラリア 33,100 51,068 4.4 
 
イスラエル 11,040 11,893 0.7 
ノルウェー 7,093 10,726 4.2 
 
ギリシャ 10,684 10,725 0.0 
世界 1,567,422 2,295,608 3.9 
 



































アメリカ                           論文数   
ハーバード大学 アメリカ 7,134 
スタンフォード大学 アメリカ 3,372 
ミシガン大学 アメリカ 2,798 
ジョンズホプキンス大学 アメリカ 2,649 
カリフォルニア大学バークレー校 アメリカ 2,628 
マサチューセッツ工科大学 アメリカ 2,565 
ワシントン大学 アメリカ 2,436 
カリフォルニア大学ロサンゼルス校 アメリカ 2,398 
ペンシルベニア大学 アメリカ 2,247 
カリフォルニア大学サンディエゴ校 アメリカ 2,217 
コロンビア大学 アメリカ 2,168 
イェール大学 アメリカ 2,130 
カリフォルニア・サンフランシスコ・パルナサス・キャンパス大学 アメリカ 1,967 
デューク大学 アメリカ 1,828 
ノースウェスタン大学 アメリカ 1,813 
ウィスコンシン大学マディソン校 アメリカ 1,766 
ミネソタ大学ツインシティー校 アメリカ 1,649 
ピッツバーグ大学 アメリカ 1,629 
ノースカロライナ大学チャペルヒル校 アメリカ 1,543 
カリフォルニア大学デービス校 アメリカ 1,493 
コーネル大学 アメリカ 1,468 
セントルイス・ワシントン大学 アメリカ 1,467 
テキサス大学オースティン校 アメリカ 1,451 
ニューヨーク大学 アメリカ 1,450 
オハイオ州立大学 アメリカ 1,425 
シカゴ大学 アメリカ 1,393 
ペンシルベニア州立大学 アメリカ 1,363 
イリノイ大学アーバナ・シャンペーン校 アメリカ 1,319 
テキサス・ヘルス・サイエンス・センター大学 - ヒューストン アメリカ 1,307 
フロリダ大学 アメリカ 1,206 
南カリフォルニア大学 アメリカ 1,171 
プリンストン大学 アメリカ 1,170 
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ヴァンダービルト大学 アメリカ 1,159 
カリフォルニア工科大学 アメリカ 1,119 
エモリー大学 アメリカ 1,076 
ラトガース大学 アメリカ 1,008 
メリーランド大学カレッジパーク校 アメリカ 1,000 
 
米国以外の英語圏                       論文数   
トロント大学 カナダ 2,980 
ブリティッシュコロンビア大学 カナダ 1,730 
マギル大学 カナダ 1,407 
アルバータ大学 カナダ 1,097 
オックスフォード大学 イギリス 2,570 
ユニバーシティ・カレッジ・ロンドン イギリス 2,357 
ケンブリッジ大学 イギリス 2,274 
インペリアル・カレッジ・ロンドン イギリス 1,871 
マンチェスター大学 イギリス 1,273 
キングス・カレッジ・ロンドン イギリス 1,231 
エディンバラ大学 イギリス 1,078 
メルボルン大学 オーストラリア 1,518 
クイーンズランド大学 オーストラリア 1,443 
シドニー大学 オーストラリア 1,416 
モナシュ大学 オーストラリア 1,109 
ニューサウスウェールズ大学 オーストラリア 1,080 
 
東アジア                           論文数   
清華大学 中国 1,768 
浙江大学 中国 1,762 
上海交通大学 中国 1,538 
北京大学 中国 1,403 
復旦大学 中国 1,224 
華中科技大学 中国 1,045 
中山大学 中国 1,006 
シンガポール国立大学 シンガポール 1,597 
南洋理工大学 シンガポール 1,413 
東京大学 日本 1,333 
ソウル大学 大韓民国 1,182 
 
西ヨーロッパ                       論文数   
チューリッヒ工科大学 スイス 1,596 
チューリッヒ大学 スイス 1,106 
スイス連邦工科大学ローザンヌ校 スイス 1,013 
ルーヴェン・カトリック大学 ベルギー 1,459 
ゲント大学 ベルギー 1,207 
コペンハーゲン大学 デンマーク 1,432 
ユトレヒト大学 オランダ 1,382 
アムステルダム大学 オランダ 1,234 
カロリンスカ研究所 スウェーデン 1,056 
ルートヴィヒ・マクシミリアン大学ミュンヘン ドイツ 1,005 
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57,374 59,206 64,523 63,063 
23,201 27,399       31,6…      36,747 41,528 46,021 
50,935 54,717 
United States China United Kingdom Germany South Korea 米国      中国      英国      ドイツ      韓国 









 1996 1998 2000 2002 2004  2006 2008 2010 2012 2014 
アメリカ 1.41 1.43 1.41 1.42 1.41  1.43 1.45 1.48 1.44 1.42 
イギリス 1.22 1.25 1.27 1.29 1.33  1.39 1.43 1.49 1.52 1.53 
ドイツ 1.05 1.05 1.08 1.10 1.14  1.20 1.25 1.33 1.33 1.34 
日本 0.77 0.80 0.77 0.79 0.82  0.82 0.84 0.84 0.85 0.87 
中国 0.46 0.48 0.54 0.58 0.62  0.64 0.69 0.73 0.88 0.96 
韓国 0.79 0.82 0.89 0.92 0.89  0.88 0.92 1.04 1.08 1.06 
台湾 0.85 0.83 0.88 0.94 0.94  0.98 1.02 0.98 1.04 0.97 











































































米国        英国 
オランダ      中国 
韓国        シンガポール 












2006-09 = 1.00 
清華大学 中国 819 1,768 2.15 
浙江大学 中国 730 1,762 2.42 
北京大学 中国 622 1,538 2.47 
上海交通大学 中国 644 1,403 2.11 
復旦大学 中国 469 1,224 2.61 
華中科技大学 中国 241 1,045 4.37 
シンガポール国立大学 シンガポール 1,042 1,597 1.53 
南洋理工大学 シンガポール 568 1,413 2.49 
東京大学 日本 1,323 1,333 1.01 
京都大学 日本 968 932 0.96 
香港大学 香港特別行政区 558 741 1.33 
ソウル大学 韓国 742 1,182 1.59 
国立台湾大学 台湾 604 786 1.30 
マサチューセッツ工科大学 アメリカ 2,091 2,565 1.23 


































 大学 国・システム 
自然科学・工学分野のト
ップ 10％論文数 
1 カリフォルニア大学バークレー校 アメリカ 1176 
2 マサチューセッツ工科大学 アメリカ 1175 
3 清華大学 中国 1054 
4 スタンフォード大学 アメリカ 976 
5 南洋理工大学 シンガポール 931 
6 ハーバード大学 アメリカ 875 
7 浙江大学 中国 857 
8 ケンブリッジ大学 イギリス 801 
9 シンガポール国立大学 シンガポール 749 
10 中国科学技術大学 中国 720 
11 チューリッヒ工科大学 スイス 678 
12 東京大学 日本 649 
13 上海交通大学 中国 638 
14 北京大学 中国 636 
15 カリフォルニア工科大学 アメリカ 635 
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 大学 国・システム 
数学・コンピューティング
分野のトップ 10％論文数 
1 清華大学 中国 367 
2 南洋理工大学 シンガポール 259 
3 浙江大学 中国 256 
4 華中科技大学 中国 250 
5 マサチューセッツ工科大学 アメリカ 245 
6 ハルビン工業大学 中国 236 
7 シンガポール国立大学 シンガポール 226 
8 スタンフォード大学 アメリカ 208 
9 西安電子科技大学 中国 205 
10 上海交通大学 中国 196 
11 香港城市大学 香港特別行政区 188 
12 テキサス大学オースティン校 アメリカ 187 
13 東南大学 中国 184 
14 カリフォルニア大学バークレー校 アメリカ 184 
















































コンピュータサイエンス 2.10 2.21 0.46 1.45 0.77 0.96 
天文学 1.79 2.18 0.23 1.08 1.18 1.25 
医学 1.93 2.10 0.33 0.56 0.97 1.44 
物理学 1.89 2.07 0.67 0.88 1.10 1.41 
生物学 1.67 2.00 0.21 0.63 1.09 1.38 
地学 1.47 1.92 0.62 1.07 1.30 1.46 
農学 1.51 1.91 0.70 1.03 1.32 1.53 
工学 1.93 1.79 0.42 1.09 1.26 1.15 
化学 1.87 1.47 0.69 1.36 1.03 0.97 
数学 1.78 1.40 1.28 1.30 1.01 1.25 
心理学 1.34 1.26 0.64 0.85 0.97 1.12 
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米国       英国    ドイツ 
中国       日本      韓国 

















アメリカ合衆国 39,834 27,757 67,591 58.9 
中国 34,103 19,550 53,653 63.6 
ロシア 19,340 17,193 36,533 52.9 
ドイツ 14,625 13,522 28,147 52.0 
イギリス 14,271 10,749 25,020 57.0 
インド 13,144 8,686 21,830 60.2 
ブラジル 9,124 7,621 16,745 54.5 
日本 6,743 8,302 15,045 44.8 
フランス 10,023 3,706 13,729 73.0 
韓国 6,032 6,899 12,931 46.6 
スペイン 6,708 4,181 10,889 61.6 



























































500,000 18.73% 19.38% 
20.19% 
16.30%     16.56% 16.40% 16.66% 16.98% 17.07% 









World - internationally co-authored papers (left axis) 
USA - internationally co-authored papers (left axis) 
Internationally co-authored papers as % of all  papers (right axis) 
世界 国際共著論文（左縦軸）   
米国 国際共著論文（左縦軸） 
全論文中に占める国際共著論文の割合（右縦軸） 





























スイス 54.5 69.2 
 
ニュージーランド 44.5 58.2 
 
シンガポール 35.0 62.8 
ベルギー 49.0 66.1 
 
イギリス 36.9 57.1 
 
パキスタン 28.2 49.3 
オーストリア 46.3 64.8 
 
オーストラリア 36.9 54.9 
 
タイ 48.7 40.7 
スウェーデン 45.7 64.3 
 
カナダ 39.0 53.0 
 
マレーシア 36.6 38.4 
デンマーク 47.7 63.3 
 
アメリカ 23.3 37.1 
 
台湾 17.5 29.8 








日本 18.9 27.9 
ノルウェー 45.6 61.4 
 
チリ 52.7 61.7 
 
韓国 25.1 27.0 
アイルランド 46.1 60.9 
 
アルゼンチン 39.2 45.3 
 
中国 15.3 20.3 
フィンランド 41.2 60.4 
 
メキシコ 39.6 42.3 
 
インド 18.1 17.4 
フランス 39.6 54.8 
 















南アフリカ 40.0 52.1 
ギリシャ 35.5 52.3 
 
サウジアラビア 34.5 76.8 
 
ドイツ 39.4 51.0 
 
エジプト 32.7 51.7 
 
スペイン 33.2 50.7 
 
イスラエル 39.9 50.7 
 
イタリア 33.1 47.3 
 
トルコ 16.3 22.2 
 
チェコ共和国 35.8 41.9 
 
イラン 24.2 20.8 
 
ポーランド 29.9 31.3 
 



































米国                         国際共著論文の数と割合   
カリフォルニア工科大学 米国 7304 56.8 
マサチューセッツ工科大学 米国 12,093 50.2 
プリンストン大学 米国 5721 49.6 
ハーバード大学 米国 31,292 47.3 
カリフォルニア大学バークレー校 米国 12,329 47.3 
メリーランド大学カレッジパーク校 米国 6915 44.0 
カリフォルニア大学サンディエゴ校 米国 10,763 42.3 
コロンビア大学 米国 11,594 42.2 
コーネル大学 米国 7483 42.0 
スタンフォード大学 米国 12,958 41.1 
イェール大学 米国 9658 40.5 
カリフォルニア大学デービス校 米国 8771 40.5 
ジョンズホプキンス大学 米国 14,249 40.4 
カリフォルニア大学ロサンゼルス校 米国 11,904 40.1 
シカゴ大学 米国 6220 39.5 
デューク大学 米国 10,840 39.3 
フロリダ大学 米国 8482 38.9 
イリノイ大学アーバナ・シャンペーン校 米国 6771 38.8 
テキサス・ヘルス・サイエンス・センター大学-ヒューストン 米国 6976 38.3 
ニューヨーク大学 米国 6835 37.9 
南カリフォルニア大学 米国 6166 37.9 
ペンシルベニア州立大学 米国 7842 37.8 
テキサス大学オースティン校 米国 6468 37.7 
ラトガース大学 米国 6405 37.7 
ワシントン大学 米国 11,814 37.4 
オハイオ州立大学 米国 8366 36.6 
カリフォルニア大学サンフランシスコ校 米国 8153 36.5 
ミネソタ大学ツインシティー校 米国 8665 35.4 
ウィスコンシン大学マディソン校 米国 8326 35.4 
ミシガン大学 米国 12,252 34.8 
ノースウェスタン大学 米国 7018 33.9 
ピッツバーグ大学 米国 7974 33.3 
ペンシルベニア大学 米国 8968 32.6 
ヴァンダービルト大学 米国 5280 32.3 
エモリー大学 米国 5226 31.9 
ノースカロライナ大学チャペルヒル校 米国 6630 31.8 
セントルイス・ワシントン大学 米国 5178 30.8 
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英語圏（米国以外）                     国際共著論文の数と割合            
オックスフォード大学 英国 20,288 63.9 
インペリアル・カレッジ・ロンドン 英国 16,269 63.8 
ケンブリッジ大学 英国 17,732 63.4 
ユニバーシティ・カレッジ・ロンドン 英国 18,890 60.0 
エディンバラ大学 英国 9614 59.9 
キングス・カレッジ・ロンドン 英国 9747 58.2 
マンチェスター大学 英国 10,840 55.2 
マギル大学 カナダ 11,918 54.6 
ブリティッシュコロンビア大学 カナダ 13,238 54.1 
トロント大学 カナダ 20,478 51.8 
アルバータ大学 カナダ 9022 48.4 
シドニー大学 オーストラリア 12,526 52.3 
クイーンズランド大学 オーストラリア 11,346 50.9 
メルボルン大学 オーストラリア 12,529 50.4 
ニューサウスウェールズ大学 オーストラリア 9316 50.2 
モナシュ大学 オーストラリア 9822 49.4 
 
東アジア                        国際共著論文の数と割合            
シンガポール国立大学 シンガポール 14,005 60.9 
南洋理工大学 シンガポール 9500 59.6 
北京大学 中国 9546 36.9 
清華大学 中国 8316 35.4 
復旦大学 中国 6131 30.1 
上海交通大学 中国 8350 28.7 
浙江大学 中国 8167 28.3 
中山大学 中国 5075 27.2 
華中科技大学 中国 4347 25.5 
東京大学 日本 10,829 35.0 
ソウル大学 韓国 7514 28.6 
 
西ヨーロッパ                        国際共著論文の数と割合 
スイス連邦工科大学ローザンヌ校 スイス 7865 66.8 
チューリッヒ大学 スイス 11,288 66.7 
チューリッヒ工科大学 スイス 12,557 65.2 
ルーヴェン・カトリック大学 ベルギー 14,319 65.0 
ゲント大学 ベルギー 11,634 60.2 
カロリンスカ研究所 スウェーデン 12,054 64.1 
コペンハーゲン大学 デンマーク 14,215 62.7 
ピエール・マリー・キュリー大学（パリ第6大学） フランス 14,200 61.5 
ルートヴィヒ・マクシミリアン大学 ドイツ 10,107 57.5 
アムステルダム大学 オランダ 11,504 55.8 











2006 - 2009年 
国際共著論文の全論文に
占める割合 








ハーバード大学 47,282 36.2 66,180 47.3 
トロント大学 28,394 43.7 39,516 51.8 
ジョンズホプキンス大学 25,111 33.3 35,295 40.4 
ミシガン大学 26,171 26.9 35,176 34.8 
オックスフォード大学 20,323 54.4 31,744 63.9 
ワシントン大学 23,727 28.3 31,618 37.4 
スタンフォード大学 21,784 31.7 31,558 41.1 
ユニヴァーシティ・ 
カレッジ・ロンドン 20,449 50.3 31,460 60.0 
東京大学 27,892 28.2 30,972 35.0 
カリフォルニア大学 
ロサンゼルス校 24,503 31.5 29,655 40.1 
上海交通大学 13,246 21.2 29,121 28.7 
サンパウロ大学 20,134 31.7 29,026 40.2 
浙江大学 15,651 22.0 28,828 28.3 
ケンブリッジ大学 20,142 50.7 27,947 63.4 
デューク大学 18,658 27.4 27,605 39.3 
コロンビア大学 20,271 31.6 27,496 42.2 
ペンシルベニア大学 20,842 25.6 27,470 32.6 
ソウル大学 17,323 25.3 26,227 28.6 
カリフォルニア大学 
バークレー校 19,507 35.4 26,063 47.3 



























































スイス 77.6 83.7 
 
カナダ 70.7 78.2 
 
シンガポール 61.9 84.8 
アイルランド 76.9 83.3 
 
イギリス 63.8 77.2 
 
タイ 74.5 78.4 
ベルギー 72.8 82.2 
 
ニュージーランド 67.2 76.8 
 
台湾 65.5 76.8 
ギリシャ 64.0 81.3 
 
オーストラリア 65.3 74.5 
 
韓国 56.6 72.0 
オーストリア 72.6 81.2 
 
アメリカ合衆国 42.3 55.7 
 
マレーシア 66.8 69.5 








パキスタン 61.5 67.3 
オランダ 70.3 80.8 
 
チリ 68.4 76.2 
 
日本 52.6 67.0 
デンマーク 72.2 80.6 
 
アルゼンチン 60.0 75.3 
 
インド 48.5 61.9 
イタリア 64.7 79.1 
 
メキシコ 63.7 74.3 
 
中国 51.6 37.7 
フィンランド 66.8 79.0 
 















南アフリカ 61.4 72.5 
ポルトガル 63.7 76.1 
 
イスラエル 74.5 82.5 
フランス 64.7 76.0 
 
サウジアラビア 62.4 81.3 
スペイン 60.2 75.2 
 
エジプト 58.7 75.9 
ドイツ 60.8 71.9 
 
トルコ 57.1 70.7 
チェコ共和国 58.5 66.3 
 
イラン 55.1 59.8 
ポーランド 52.6 60.0 
ロシア 50.8 43.4 

































界で最も重要な国である（Wagner, et.al. 2015. p.7）。米国に拠点を置く著者たちは、
2016年の全共著論文の38.6％（NSB, 2018, 表A5-42）に現れ、ほとんどの国に直接的にリ
ンクし、また、グローバルネットワーク内のすべての国に間接的にリンクしている




































































4.78  4.64 
4.94 5.07 
4.09 4.42  4.15 
3.38 






1.76  1.54 
1.15 









































































（1.00 =期待される共著割合、2.00 =グローバルネットワーク内での密接な関係を示す） 
 
アメリカ合衆国と  中国と  インドと 
イスラエル 1.33  シンガポール（-） 2.03  サウジアラビア（+） 2.59 
韓国 1.23  台湾 1.73  南アフリカ（+） 2.28 
中国（+） 1.19  パキスタン（+） 1.23  マレーシア（-） 2.17 
カナダ 1.13  米国（+） 1.19  韓国（+） 2.16 
台湾（-） 1.05  オーストラリア 1.15  タイ（+） 1.98 
メキシコ 1.04  日本（-） 1.09  台湾 1.74 
      パキスタン 1.60 
      ハンガリー（+） 1.50 
      トルコ（+） 1.26 
      チェコ共和国（+） 1.18 
      フィンランド（+） 1.11 
      アイルランド（+） 1.11 
      ポーランド（+） 1.11 
      エジプト（+） 1.08 
      ロシア（+） 1.07 
      イラン 1.05 
      ニュージーランド（+） 1.02 
 
（+）は、2006年以来の共著率の大幅な上昇を示す 







































ドイツと  イギリスと  フィンランドと 
オーストリア（+） 2.63  アイルランド 2.16  スウェーデン 4.15 
スイス 2.04  ギリシャ 1.74  ノルウェー 3.79 
ハンガリー（+） 1.91  オランダ 1.50  ハンガリー（+） 3.68 
オランダ（+） 1.68  デンマーク 1.43  デンマーク 3.16 
ポーランド 1.63  ハンガリー（+） 1.43  ギリシャ（+） 3.04 
ロシア 1.56  ノルウェー 1.40  ロシア（+） 2.83 
ギリシャ（+） 1.52  フィンランド 1.28  アイルランド（+） 2.79 
チェコ共和国 1.51  イタリア 1.27  ポーランド（+） 2.67 
デンマーク（+） 1.51  スウェーデン 1.27  チェコ共和国（+） 2.52 
フィンランド（+） 1.44  ベルギー（+） 1.26  オーストリア（+） 2.18 
スウェーデン（+） 1.38  スイス 1.21  オランダ（+） 1.84 
ベルギー（+） 1.35  ポルトガル 1.19  ポルトガル（+） 1.84 
アイルランド（+） 1.30  スペイン 1.16  ベルギー（+） 1.74 
イタリア（+） 1.30  ポーランド（+） 1.12  スイス（+） 1.72 
ノルウェー 1.26  ドイツ 1.07  スペイン 1.56 
スペイン 1.19  オーストリア（+） 1.03  イタリア（+） 1.53 
フランス 1.16  フランス 1.01  ドイツ（+） 1.44 
ポルトガル 1.08  ヨーロッパ以外の地域  イギリス 1.28 
イギリス 1.07  ニュージーランド 1.35  フランス（+） 1.24 
ヨーロッパ以外の地域  南アフリカ 1.33  ヨーロッパ以外の地域 
イスラエル 1.31  オーストラリア 1.19  チリ（+） 2.18 
チリ（+） 1.17  チリ 1.01  トルコ（+） 1.80 
アルゼンチン（+） 1.03     タイ（+） 1.69 
トルコ 1.00     パキスタン（+） 1.68 
      ニュージーランド(+) 1.65 
      南アフリカ（+） 1.59 
      メキシコ（+） 1.56 
      イラン（+） 1.17 
      台湾（+） 1.11 
      イスラエル（+） 1.11 
      インド（+） 1.11 
      エジプト（+） 1.10 
      ブラジル（+） 1.01 
      マレーシア（+） 1.00 
（+）は、2006年以降のコラボレーション指数の大幅な上昇を示している 














































2.00 1.83    1.75   1.73 1.8 
1.62 1.64    1.56 
1.50 1.37    1.28   1.27 
1.11    1.09 1.15 
































































































アルゼンチン ブラジル チリ メキシコ 
アルゼンチン 54.11 1.56 3.24 1.47 
ブラジル 1.80 12.60 1.21 1.10 
チリ 2.91 1.02 62.47 1.33 





フランス ドイツ イギリス 
フランス 7.72 1.23 1.30 
ドイツ 1.07 6.28 1.32 








































































































0.5 0.31 0.29 0.27 
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すべての参加者 22 20 58 
社会的背景    
上級職/管理職 35 23 42 
下級職/管理職 25 22 53 
非定型マニュアル 20 20 60 
マニュアル 13 17 70 
学校の背景    
私立 53 24 23 
州立 20 20 60 
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著な困難に直面している（Marginson et.al.  2010）。この問題は十分に研究されていない
が、学生の出身国の政府と教育を提供する国の政府との間の公式の議論の対象となること
がある。 













































提示するものとなっている」と述べている(Wagner, et.al. 2015, pp. 11-12)。過去30年の間
に、科学と国家との関係は変化してきた。「国際協力の展開が、国家の科学政策の目標と
 76  







































































































































放性によって作用する... (Wagner, et.al. 2015, p.12)。 
 
「科学の成長はグローバルなレベルで不均衡に起こっている」と著者らは主張する。
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ノート 
 





























なる議論については、Cantwell, et.al. 2018, chapter 1を参照のこと）。 
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